
 グループワーク： 個人ワーク：

☑筆記用具 ☑受講票（iNetCampusのお知らせ機能を用いて通知されます）画面　　☑学生証

履修の前提となる知識
その他特記事項

事前にテキストを熟読し、働き方改革について、A4用紙で２枚程度にまとめて、スクーリング当日に提出してく
ださい。当課題は採点や成績評価は行いませんが受講する前と後で「コンサルタントに必要な自身の理解力・分
析力」の視点が養えたかどうかに繋がりますので、積極的に取り組むことをおすすめします。

専門教育科目 演習科目

　科目名： 実務家が教える中小企業経営
科目コード EA43

単位 2

　科目主査： 大蔵 充夫 担当講師： 大蔵 充夫 配当年次 3・4

履修の前提となる科目 科目名：

授業の目的と概要

第一線で活躍する経営コンサルタントが、基本を確認しながら、業績を上げる実践手法を長年の実体験に基づき公開する講義です。
授業では、経営コンサルタントの業務とは何か、今、経営コンサルタントに何が求められているのかについて解説します。また、将来、経営コ
ンサルタントを目指す方への指針も提示します。

担当教員の実務経験等

[担当教員の実務経験]
大手電機メーカーでの海外赴任を含めて、調達管理/生産管理/営業管理/工場管理/サービス物流/業務システム構
築/プロジェクト管理等幅広く経験。
[実務経験に基づく項目]
欧米でのビジネス、中国北京での工場管理、台北を拠点とした中国・東南アジア各国での海外勤務経験に基づく
ビジネスをすすめるうえでの異文化間のコミュニュケーションの方法、プロジェクトの推進方法等。

テキスト
『職場の問題地図』,沢渡 あまね,技術評論社,最新版
＊テキストは事前課題用に受講許可者に送付します（スクーリング当日は使用しません）。

この科目の
到達目標

①中小企業の現状と経営コンサルタントの役割を理解することができる。
②中小企業の財務管理、マーケティング、経営戦略、事業計画等に関しての経営課題を提示することができる。

成績評価
の 方 法

最終試験は部分記述問題を１問６点として10問、論述問題を１問20点で1問出題します。グループワークへの参画度合い、授
業に取り組む姿勢を加味して評価を行います。休憩時間後の遅刻は減点の対象にします。

※スクーリング全日の出席、最終試験の提出（白紙提出不可）をもって、採点対象とする。

授業で触れなかった経営組織のデザイン、IoT、CSR環境経営などを強化すること。

事後学習の
参考文献

『中小企業白書』中小企業庁（最新版）
『小規模事業者白書』中小企業庁（最新版）
『世界標準の経営理論』入山 章栄，ダイヤモンド社，2019年

スクーリング受講時に用意するもの　

事後学習

受講料 2,000円

あり なし

あり なし あり なし


